
 

資
料
館
、
ち
ょ
っ
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
①

　

吉
野
町
で
は
、
昨
今
、
様
々
な
か
た
ち
で
宮
滝

遺
跡
の
史
跡
整
備
事
業
の
ご
案
内
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
宮
滝
遺
跡
に
意
識
を
取
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
実
は
資
料
館
も
少
し
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
て
い
る
こ
と
を
、
ご
存
じ
で
す
か
？

　

例
え
ば
、
資
料
館
の
入
館
案
内
。
最
近
の
宮
滝

遺
跡
の
調
査
成
果
を
反
映
し
た
も
の
に
更
新
し
て

い
ま
す
。
宮
滝
遺
跡
の
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
新

た
に
作
成
し
、
配
布
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

資
料
館
２
階
で
は
、吉
野
町
内
の『
万
葉
集
』や『
懐

風
藻
』
の
故
地
を
紹
介
す
る
地
図
の
掲
示
・
配
布

を
開
始
中
。
も
う
手
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
か
？

資
料
館
入
口
で
の
特
別
陳
列

●
昭
和
初
頭
、
激
動
の
吉
野　
宮
滝
第
１
次
調
査
の
頃

　
　

会
期
：
令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
） 

～ 

11
月
末

連
携
講
座

　

左
記
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
、
延
期
・

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

《 w
ith

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
阿
倍
野
》

●
飯
貝
本
善
寺
の
歴
史

　
　

講
師
：
岡
村 

喜
史
氏
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
）

　
　

日
時
：
延
期

《 w
ith

熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー
》

●
天
女
が
舞
い
降
り
た
離
宮

　

～
奈
良
県
吉
野
町
宮
滝
遺
跡
の
発
掘
調
査
か
ら
～

　
　

講
師
：
当
館
職
員　
　
　
　

日
時
：
中
止

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

吉
野
が
紹
介
さ
れ
ま
す
・
さ
れ
ま
し
た
！

　

左
記
刊
行
物
等
に
記
事
や
写
真
提
供
し
ま
し
た
。

　

・
機
関
紙
・『
ナ
ン
ト
経
済
月
報2020

年
10
月
号
』

　

・
機
関
紙
・『CAM

PIN
G

』（
日
本
キ
ャ
ン
プ
協
会
）

　

・
本
・『
地
域
の
古
代
日
本
』
第
４
巻

　

・
本
・『
人
物
叢
書　

大
伴
旅
人
』

　

・
Ｔ
Ⅴ
・
修
験
道
の
成
立
と
広
が
り
（
三
重
テ
レ
ビ
）

　

・
Ｈ
Ｐ
・
よ
し
の
ー
と
（
吉
野
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

　

・
講
演
会
・
資
料
（
奈
良
県
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

　

・
イ
ベ
ン
ト
・
資
料
（
任
意
団
体
）

【
ご
報
告
①
】
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
お
り
ま
し
た

　

平
成
８
年
に
開
館
し
た
吉
野
歴
史
資
料
館
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
今
年
度
で
24
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
た
だ
、
気

に
な
っ
て
き
た
の
が
施
設
の
老
朽
化
。
実
は
、
資
料
館

で
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
故
障
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
故
障
中
は
、
皆
様
に
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
に
工
事
を
行
い
、

現
在
は
無
事
に
修
理
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
お
越
し
の

際
は
ご
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
ご
報
告
②
】
吉
野
中
学
校
職
場
体
験
記

　

令
和
２
年
11
月
４
日
～
６
日
の
３
日
間
、
吉
野
中
学

校
の
生
徒
３
名
が
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
遺

跡
を
歩
い
て
調
べ
る
踏
査
、
文
化
財
保
護
の
啓
発
、
岩

神
神
社
の
岩
の
測
量
（
測
量
結
果
、
岩
全
体
の
最
大
高

は
約
22
・
３
ｍ
あ
り
ま
し
た
）、
古
文
書
調
査
等
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
職
場
体
験
を
通
じ
て
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
た
の
か
、
３
人
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

I
さ
ん　
　

最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
岩
神
神
社
の

岩
の
大
き
さ
計
測
。
見
た
こ
と
の
な
い
道
具
を
使
っ
て

の
計
測
は
不
安
で
、
緊
張
し
た
け
ど
、
測
り
方
も
わ
か
っ

た
し
、
道
具
の
使
い
方
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

知
識
を
将
来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

職
場
体
験
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
ハ
ー
ド
で
、
で
も

そ
の
分
楽
し
さ
が
あ
っ
た
。
働
く
と
い
う
こ
と
は
１
つ

１
つ
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
簡
単
で
楽
で
は
な
い
こ

と
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
っ
た
。

S
さ
ん　
　

最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
岩
神
神
社
の

岩
の
大
き
さ
計
測
。
岩
の
大
き
さ
を
測
る
た
め
に
は
、

道
具
を
使
わ
な
い
と
測
れ
な
い
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

山
を
登
り
、
何
度
も
繰
り
返
し
測
る
こ
と
で
正
確
に
岩

の
大
き
さ
を
調
べ
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

働
く
と
い
う
こ
と
は
た
だ
お
金
を
も
ら
う
た
め
の
こ

と
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
新
し
い
発

見
を
す
る
機
会
で
も
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
の
体
験
を
活

か
し
、
将
来
、
働
く
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
、
新
た
な

発
見
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

M
さ
ん　
　

最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
文
化
財
ポ
ス

タ
ー
の
配
布
（
啓
発
）。
吉
野
の
こ
と
に
つ
い
て
は
知
り

尽
く
し
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
驚
い
た
。（
上
市
橋
を

渡
り
、
吉
野
小
学
校
ま
で
上
市
で
あ
る
な
ど
。）

　

踏
査
で
は
、
ふ
つ
う
に
観
光
客
が
い
る
と
こ
ろ
に
、

土
器
が
落
ち
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
ほ
か
に
も
い
ろ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

　

―
最
後
に
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
質
問

を
頂
き
ま
し
た
。
学
芸
員
は
「
雑
芸
員
」
と
い
う
事
が

あ
る
く
ら
い
、
大
変
な
事
も
多
い
仕
事
で
す
。
で
も
、

新
発
見
が
で
き
た
り
、
地
域
の

宝
物
を
守
れ
た
り
、
歴
史
フ
ァ

ン
と
お
話
で
き
た
り
と
、
喜
び

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
番

の
や
り
が
い
は
、
お
客
さ
ん
の

笑
顔
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
も

将
来
、
素
敵
な
仕
事
で
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

資料館からのお知らせ（令和２年度の文化財事業やイベント等）

た  ぎ  つ

み  や
ど  こ  ろ

１

本善寺歴史資料調査の速報第１弾！　奥本 武裕 氏「本善寺の歴史資料調査」

第 6 号
（ 通 算 第 9 号 ）

吉野川から桜橋と本善寺を望む

福
西
家
の
歴
史
資
料
調
査

附
・
明
治
～
昭
和
中
期
の
歌
人
・
詩
人
と
吉
野

　

吉
野
町
で
は
奈
良
大
学  
上
野  
誠
先
生
ご
指
導

の
も
と
、
福
西
家
の
歴
史
資
料
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
近
世
の
歌
人
と
吉
野
の
深
い

つ
な
が
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
吉
野
」「
文
学
」
と
い
わ
れ
る
と
、『
万
葉
集
』

や
西
行
、
松
尾
芭
蕉
な
ど
数
百
年
以
上
前
の
も
の

を
思
い
浮
か
べ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
明
治
以
降

に
も
多
く
の
歌
人
が
吉
野
を
訪
れ
、
た
く
さ
ん
の

詩
が
残
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
町
内
に
歌
碑
が
残
る
歌
人
に
、
明
治

天
皇
（
吉
野
山
憩
い
の
広
場
）
や
昭
憲
皇
太
后
（
如
意
輪

寺
参
道
）、
阿
波
野
青
畝
（
金
峯
山
寺
）、
折
口
信
夫
（
勝

手
神
社
）、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
（
竹
林
院
）、
尾
山
篤

二
郎
（
如
意
輪
寺
）、
高
野
素
十
（
個
人
宅
）、
正
岡
子

規
（
中
央
公
民
館
）、
谷
崎
潤
一
郎
（
白
狐
園
）、
北
原

白
秋
（
善
行
寺
付
近
）
ら
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
津
八
一
、
川
田
順
、
窪
田
空
穂
、
斎

藤
茂
吉
、
島
崎
藤
村
、
高
村
光
太
郎
、
中
村
憲
吉
、

中
村
草
田
男
、
前
登
志
夫
、
水
原
秋
桜
子
、
山
口

誓
子
ら
も
、
吉
野
の
詩
を
詠
ん
で
い
た
の
で
し
た

（
福
西
家
の
調
査
で
も
水
原
秋
桜
子
や
中
村
草
田

男
、
山
口
誓
子
の
詩
を
確
認
！
）。
近
代
や
歌
碑

に
注
目
す
れ
ば
、
ま
た
新
た
な
吉
野
の
歴
史
が
分

か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

4

た
ぎ
つ
み
や
ど
こ
ろ　

第
６
号　

令
和
３
年
３
月
31
日
発
行

【
編
集
】
吉
野
歴
史
資
料
館　

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
宮
滝348　

※
現
在
は
土
日
祝
日
の
み
開
館
。
12
月
～
２
月
は
冬
季
休
館
。
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

【
発
行
】
吉
野
町
文
化
観
光
交
流
課
文
化
財
保
存
活
用
室　

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
上
市
80-
1　

☎:0746-32-3081　

 m
ail:bunkazai@

town.yoshino.lg.jp

資
料
館
Ｈ
Ｐ
で
も
情
報
発
信
中
！http://www.town.yoshino.

nara.jp/about/shisetsu/dentou
/re
k
is
h
is
h
iry
o
k
a
n
.h
tm
l

【注意！】下記イベントは、新型コロナウィルス感染症の状況によって、内容が変更となる場合があります。悪しからずご了承ください。

吉
野
歴
史
資
料
館
だ
よ
り
は
、
希
望
さ
れ
る
方
に
無
料
で
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 測量を行った岩神神社の岩

 

資
料
館
、
ち
ょ
っ
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
②

　

宮
滝
遺
跡
の
”
土
層
は
ぎ
と
り
資
料
”
の
展
示

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
約1300

年
前
に
宮
滝
に

あ
っ
た
建
物
群
。
そ
の
建
物
を
建
て
る
た
め
、
柱

１
本
毎
に
縦
1.5
ｍ
×
横

1.5
ｍ
×
深
さ
1.5
ｍ
程
の

穴
（
柱
穴
）
が
掘
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
展
示
が
完
成

す
れ
ば
、
柱
穴
の
大
き

さ
を
実
見
で
き
ま
す

よ
！
乞
う
ご
期
待
。

Q
R

コ
ー
ド
⇓

写真撮影：株式会社スタジオ三十三



て
本
善
寺
の
法
灯
は
維
持
さ
れ
、
大
正
時
代
に

本
願
寺
派
の
宗
主
が
不
在
と
な
っ
た
時
期
に
、

本
善
寺
住
職
六
雄
沢
慶
が
宗
主
を
代
理
す
る
職

（
管
長
事
務
取
扱
）
に
就
き
、
苦
境
の
な
か
の
西

本
願
寺
を
支
え
る
な
ど
、
本
願
寺
派
教
団
の
歩

み
の
な
か
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

本
善
寺
に
は
、
中
世
か
ら
近
代
に
至
る
貴
重

な
歴
史
資
料
が
多
く
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
戦
前

期
に
も
調
査
が
行
わ
れ
、
浄
土
真
宗
史
研
究
の

み
な
ら
ず
、
奈
良
県
の
地
域
史
研
究
に
お
い
て

も
種
々
に
利
用
さ
れ
、
多
大
な
成
果
を
挙
げ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
は
長
ら
く
未

調
査
の
ま
ま
で
し
た
が
、
当
時
本
願
寺
史
料
研

究
所
の
副
所
長
で
あ
っ
た
金
龍
静
さ
ん
や
龍
谷

大
学
教
授
で
あ
っ
た
浦
西
勉
さ
ん
に
よ
る
中
世

史
料
の
調
査
、
本
願
寺
史
料
研
究
所
調
査
員
の

岡
村
喜
史
さ
ん
、
筆
者
に
よ
る
近
世
史
料
の
調

査
が
近
年
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
を
受
け
て
、

吉
野
町
に
よ
る
総
合
的
な
歴
史
資
料
調
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

当
初
は
、
古
文
書
六
千
五
百
点
、
古
典
籍
千

点
が
残
さ
れ
て
い
る
と
見
積
も
っ
て
い
ま
し
た

が
、
調
査
を
進
め
る
に
従
っ
て
、
古
文
書
・
古

典
籍
と
も
に
予
想
を
遙
か
に
超
え
る
点
数
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
な
か
に
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
中
世
の
古
文
書
百
数
十
点
や
、
第
二
代
住
職

実
孝
直
筆
の
記
録
類
も
発
見
さ
れ
、
本
善
寺
の

歴
史
資
料
の
価
値
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
中
世
の
古
文

書
は
土
地
売
買
の
証
文
や
寄
進
状
が
中
心
で
す

が
、
本
善
寺
が
開
か
れ
て
間
も
な
い
文
明
十
二

年
（
一
四
八
〇
）
に
当
時
の
道
場
主
で
あ
っ
た

慶
順
坊
宛
て
の
土
地
売
買
の
証
文
な
ど
が
、
古

典
籍
の
調
査
で
は
、
第
二
代
住
職
実
孝
直
筆
の

母
蓮
能
尼
と
甥
円
如
の
往
生
か
ら
葬
送
に
至
る

記
録
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
浄
土
真
宗
史
や
奈
良
県
の
地
域

史
研
究
に
多
く
の
新
し
い
知
見
が
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

吉
野
町
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
文
化
庁
の

補
助
金
を
受
け
て
、
飯
貝
の
本
善
寺
に
残
さ
れ

た
歴
史
資
料
の
調
査
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
龍
谷
大
学
の
前
学
長
で
本
願
寺
史
料
研
究

所
長
の
赤
松
徹
眞
先
生
を
指
導
委
員
長
と
す
る

調
査
団
に
よ
っ
て
、
古
文
書
・
古
典
籍
の
調
査

を
四
年
間
の
計
画
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

六
雄
山
本
善
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
は
、

文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
本
願
寺
第
八
代
宗

主
の
蓮
如
に
よ
っ
て
、
吉
野
地
域
や
奈
良
地
域

の
門
徒
た
ち
の
要
望
を
受
け
て
、
吉
野
川
左
岸

の
飯
貝
の
地
に
創
建
さ
れ
た
坊
舎
に
は
じ
ま
り
、

文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
に
は
蓮
如
の
一
二
男

実
孝
が
第
二
代
の
住
職
と
な
り
、
以
後
、
本
願

寺
宗
主
の
一
族
（
一
家
衆
）
が
代
々
の
住
職
を

勤
め
、
本
願
寺
の
代
々
の
宗
主
の
遺
骨
を
分
骨

さ
れ
る
な
ど
、
大
和
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の

最
有
力
寺
院
で
し
た
。

　

戦
国
時
代
に
は
、
大
和
一
国
の
本
願
寺
派
寺

院
や
門
徒
た
ち
が
与
力
と
な
っ
て
本
善
寺
を

支
え
る
体
制
が
作
ら
れ
て
お
り
、
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
に
奈
良
で
一
向
一
揆
が
蜂
起
し
た

際
に
は
、
追
討
の
軍
勢
に
追
わ
れ
た
一
揆
勢
が

本
善
寺
に
か
く
ま
わ
れ
、
態
勢
を
立
て
直
し
ま

し
た
。
最
終
的
に
一
揆
は
鎮
圧
さ
れ
、
本
善
寺

住
職
実
孝
は
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
ま
で

本
善
寺
に
戻
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
状
態
が
続

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
織
田
信
長
と
大
坂
の
本
願
寺
の
間
で

の
戦
争
（
い
わ
ゆ
る
石
山
合
戦
）
の
際
に
は
、

本
願
寺
に
呼
応
す
る
動
き
を
み
せ
た
本
善
寺
と

下
市
の
願
行
寺
（
吉
野
郡
下
市
町
）
に
対
し
て
、

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
十
月
に
筒
井
順
慶
の

軍
勢
が
攻
め
入
り
、
両
寺
が
焼
き
払
わ
れ
る
と

い
う
事
態
に
至
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
は
じ
め
に
本
願
寺
が
東
西
に
分
立

し
た
際
に
は
、
本
善
寺
は
西
本
願
寺
に
属
し
、

中
本
山
寺
院
と
し
て
多
く
の
下
寺
と
西
本
願
寺

の
間
を
取
り
次
ぐ
と
と
も
に
、
吉
野
東
部
と
宇

陀
地
方
の
西
本
願
寺
末
寺
院
を
束
ね
る
役
割
を

果
た
す
な
ど
、
吉
野
地
方
の
み
な
ら
ず
大
和
国

の
本
願
寺
教
団
の
中
核
寺
院
と
し
て
重
要
な
地

位
を
占
め
て
き
ま
し
た
。

　

近
代
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
の
本
末
関
係
が
解

体
さ
れ
た
後
も
、多
く
の
門
信
徒
の
助
力
に
よ
っ 〔写真 1〕本善寺全景

〔写真 2〕本善寺本堂

〔写真 3〕文明 12 年（1480）12 月 25 日
「売渡申山之事」

〔写真 4〕「荼毘中陰之記」

本善寺歴史資料調査は文化庁および奈良県からの補助を受けて行っております。
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